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レーザ加工機と独自ハンマー補正を融合した
短納期及び高精度の実現

▲

品質精度向上　　

▲

生産リードタイム半減　　

▲

生産コスト削減

ものづくり技術
CRAFT 関西鋼業 株式会社　丨　事業分野：金属製品製造業　技術分野：精密加工　丨　設備投資

［事業計画名］

　コンクリート・アスファルト切断に用いられるダイヤモンドソー基板の短納期化等に対応するため、最新
レーザ加工機を用いた生産工程でリードタイムを短縮し、刃の「たわみ」を独自技術のハンマー補正で負
荷軽減・水平度向上させ、生産能力の向上を図る。

　道路工事等の主力製品エンドユーザー業界では、予定する工事の発注が遅れることにより、工事着手の
ための資材発注から調達までの期間短縮が進み、メーカー・流通事業者では標準品以外は在庫しない商品
管理が一般化している。この中で、得意先ダイヤモンドソー・メーカーからの要求は高度化し、既に2機の
レーザ加工機を導入・運用するも、刃の「面ブレ・歪」を熟練技能者が補正するハンマー工程に、成型等前
工程の品質が影響して負荷が増加する。一方で精度の高い補正で研磨等後工程の時間短縮ができることが
分かった。製品の品質を決める要の「ハンマー補正工程」での品質向上、その前工程の品質向上・時間短
縮を実現できるかが製造の重要課題との結論に至った。

　主要製品の道路用アスファルトカッターは、地域でアス
ファルト厚・使用カッター装置が異なり、工事に合わせた仕
様品を、顧客メーカーからの発注（内示）を受けてから生産
する。最低受注単位は1枚で、10枚単位の生産が多く、50φ
～ 2200φの刃を毎月300アイテム以上製造するなど、多品
種少量提供できる仕組みを築く。生産管理は、営業が主導
権を持ち、顧客と密着しての受注情報、仕掛品・完成品等在
庫情報など、社内外の情報を収集・整理して、現場の業務担
当者を通じて製造現場をコントロールする。
　ハンマー補正は、刃に定規を当て、わずかに漏れる光の量
を見て、ハンマーで叩く場所・打ち下ろし方・力の入れ具合を
判断して歪を補正する。品質を一定範囲に留め置くため、①
材料切断・成型・熱処理、②荒研磨、③仕上げ研磨・刃先加
工等の主要工程の中で熱処理、荒研磨、仕上研磨において

「歪取り」を行う。歪取り工程で、精度を高める作業を集中的
に行う鍵は、開始工程である切断・成型にあり、２次元高出
力CO2レーザ加工機を導入し、既存設備に比べて２倍速度・
切断面の品質向上等の運用に取組んだ。

石材・コンクリート・アスファルト切断用ダイヤモンドソー基
板、食品切断用刃物、金切用・木工用丸鋸、紙切用丸刀、スリッ
ターナイフなど、各種機械刃物の開発・製造・販売

　「切る」技術にこだわって７８年、切れ味、耐久性などに優れ
た、高機能、高品質の刃物を、成型から熱処理、研磨工程まで
一貫して自社製作しています。特に、最大直径２２００ｍｍま
で焼入れ可能な熱処理設備は、全国でもわずか数社有するだ
けで、他社が真似できない独自の熱処理技術を培い、当社の
競争力の源泉の一つとなっています。また、研磨技術について
も、ミクロン単位の超小物、薄物の精密研磨をこなし、顧客の
あらゆるニーズに対応する技術力を培っています。
　従来からの「刃物製造」に加え、近年では「刃物を搭載した
各種機械設備の製造・販売」活動に取り組み、氷市場向け「ア
イスカッター」を完成させました。従来のバンドソーによる氷
の切断と比べ、安全性が高く、生産効率も向上、また、ステン
レスSUS材質を採用することにより、錆に強く、耐久性にも優
れた省力機械の決定版であると自負しております。コスト、精
度に優位性を持つカッティング技術や研磨技術を活かし、IC
関連部品カッターやシリコンの研磨関連分野の事業化に取組
んでいます。当社の技術や強みを活か
して、新たな分野においても、顧客に
とって魅力的な製品を提供したいと思
います。

取り組みの背景

導入した２次元CO2レーザー加工機 面振れの測定

ダイヤモンドソー

取り組みの目標

取り組み内容 工程全体を革新する
レーザ加工機の活用

POINT

1
　道路工事、半導体・食品・木材等の加工に使われるカッ
ターを、成型・熱処理・研磨・歪取りまで一貫生産する。こ
の中で、レーザ加工機を使った加工技術を蓄積し、レーザの
高い品質を活用して加工に伴う成型歪を抑えてリードタイム
や、切断後の凹凸除去時間の短縮等効果を引き出している。

受注・生産情報の集約と
製造のコントロール

POINT

2
　メーカーからの受注情報と同社の中間製品在庫、生産情
報を速やかに突合し、当日中に納期回答している。
　いつ、何を、どれだけ作業できるか、作業日報や在庫リス
ト等の蓄積された情報を標準化し、営業担当者が見やすい
状態にして製造をコントロースする仕組みを築いている。
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事業内容

レーザ加工機、連続炉・中型炉・大型炉・高温雰囲気炉・
焼戻炉等熱処理炉、ロータリー研磨機・水槽研磨機・バー
チカル研磨機、万能研削盤・内径研削盤・円筒研削盤、歪
腰入れ測定器・側面振れ測定器

所 在 地 〒660-0843 兵庫県尼崎市東海岸町1-54
T  E  L 06-6409-1541
設　　立 昭和13年8月
代 表 者 代表取締役 椋本 光雄
従業員数 ２７人（平成28年3月現在）
資 本 金 7,000万円
E-mail info@kansaikogyo.com
U  R  L http://www.kansaikogyo.com

主要生産設備

同社の強み

時代の変化に対応する元気な会社

「切る」技術を切磋琢磨し
                      新たな分野を開拓

代表取締役
椋本  光雄氏


